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16大綱とその後

16大綱

政府は 2004年 (平成 16年)12月 に、前回紹介した「安全保障と防衛力に関する懇

談会」の報告書をもとに 07大綱に代わる新たに「16大綱」を策定しました。
16大綱はこの報告書の安全保障戦略を踏襲し、安全保障の二つの目標として侵

略の抑止・対処と並んで「国際安全保障環境を改善し、我が国に脅威が及ばないよう

にすること」を掲げるとともに、日標達成の手段として 07大綱に萌芽が見られた同盟政

策の強化及び国際平和協力活動の拡大を明示しました。これは、国境を越えた広がり

を持つ国際テロなどの脅威に対応するためには他国との協力が必要不可欠であると

いう考え方に立ち、自国の平和のみでなく国際社会の平和と安定をも重視する 07大

綱の方向性をさらに発展させたものでした。

また 16大綱は、基盤的防衛力に代わるものとして、報告書を下地にしつつ「多機能

で弾力的な実効性のある防衛力」を目指すこととしました。新たな国際環境の下では、

中国のような地政学的な競争相手に加えて、北朝鮮に見られるような大量破壊兵器や

ミサイルの拡散、国際テロ活動など多様な脅威や不安定要因が出現しました。これら

の脅威や不安定要因を防衛力の存在のみによつて抑止することは難しく、実際に事

態が発生した場合に迅速かつ柔軟に対処することを重視しなければなりません。加え

て、海外活動の増加にも対応する必要がありました。冷戦時代であれば一定の防衛力

が存在するだけで侵略を抑止することが可能であつたのが、ポスト冷戦時代には多様

な事態に自衛隊が柔軟に対応して実際に活動することが必要になつたのです。

なお、16大綱は、変化を続ける国際情勢の下では防衛力の在り方について定期的

に見直すことが望ましいとの考え方に基づき、情勢に重要な変化が生じた場合のみな

らず、5年という具体的な年限を定めて検討、修正を行うこととしました。

ところで、16大綱が閣議決定された直後に、また防衛庁から私のところへ電話がか

かってきました。今度の電話は私の同期生からで、「新しい大綱、いいねえ。特に、第

I章から第Ⅲ省までは素晴らしいよ」と絶賛してくれたのです。その同期生は辛口で

滅多に誉め言葉を言つたりしないタイプなので私は嬉しくなったのですが、「それに比

べて第Ⅳ章はひどいな。結論だけ書いてあって考え方が書いてない」と言葉を継いだ

のでした。実は、第 I章から第Ⅲ省までを書いたのは安危室の後輩の参事官で、出

来の悪い第Ⅳ章の原案を書いたのは私だつたのです。彼が指摘した欠点は自分でも

内心気になっていたのですが、あまりに率直な論評だったので鼻白みました。それで

も、全体として褒めてもらつたのだからまあいいか、と気を取り直し「そうか、ありがとう」と

答えて電話を切りました。



16大綱は、07大綱が先鞭をつけた「存在する自衛隊から働く自衛隊への転換」を

さらに加速することとなりました。しかし、財政上の制約と 16大綱が目指した「多機能

性、弾力性、実効性」との間には深刻な矛盾がありました。現実問題として考えれば、

個々の部隊や人員が果たし得る「多機能性、弾力性、実効性」には自ずと限界がある

ので、予算を削るために同じ隊員や部隊に際限なく任務を課することは出来ません。

しかし、16大綱策定後の防衛力整備においては予算の抑制に重点が置かれ、結果
的に部隊の負担が過大なものになって行きました。次の 22大綱にも同様の問題点が

ありましたが、実効性のある防衛政策を行うには相応の資源配分が必要不可欠だとい

うことだと思います。

イラク派遣の出回戦略

2006年 (平成 18年 )は、私にとつて官邸連絡室、安危室と5年間続いた内閣官房

勤務の最後の年でしたが、様々な出来事があって忘れられない 1年になりました。そ
の一つ目は、イラク派遣の出回戦略です。

自衛隊のイラク派遣は既に 2年に及び、その間は陸自の宿営地に迫撃砲弾が撃ち

込まれるなどずつと緊迫した状況が続きました。官邸幹部も現地の状況には神経質に

なっており、派遣期間中は毎 日欠かさず事務担当副長官の下に内閣官房・防衛・外

務各省の関係者が集まつて情勢ブリーフィングが実施されていました。

余談ですが、宿営地に迫撃砲弾が撃ち込まれる事案が発生した際、統合幕僚会議

事務局 (現統合幕僚監部)の幹部自衛官がブリーフィングの席に模擬の手りゅう弾や

迫撃砲弾を持ってきたのには驚きました。説明にリアリティがあつたのは良かったので

すが、私は官邸へどうやって持ち込んだのか心配になりました。もちろん火薬は入つて

いませんが、それでもかなりの重量で金属探知機のある総理官邸に持ち込むのは容

易ではありません。防衛庁の事務方の誰かが余程うまく官邸の警備担当に話を付けた

のだと思いますが、総理官邸に手りゅう弾と迫撃砲弾が持ち込まれたのは後にも先に

もこの時だけではないかと思います。

サマーワにおける復興支援活動はテロの危険と隣り合わせの活動でしたが、陸自

派遣部隊は規律正しい行動と地元住民との良好な関係の構築等を通じて一人の殉職

者も出さずに任務を完遂しました。陸自によるインフラ復 1日や医療、給水などの活動は、

ODAや草の根無償支援などの経済援助と連携することで更に効果を高めることが出
来ました。こうして派遣期間が 2年になろうとする頃には、活動実績も積み上がって、イ

ンフラ復 1日などもかなり進んでいました。さらに、サダムフセイン政権が倒れた後、多国

籍軍を中心とする暫定統治機構がイラクの統治に当たつていたのですが、ようやく選

挙や政権移譲が日程に上って来ました。こうした様子を見ながら、いわゆる出回戦略

を検討する必要性が出てきたのです。現地情勢や活動実績のほか、多国籍軍側の兵

力配置なども勘案せねばならず、撤収の理由とタイミングを判断するのはかなり微妙で



難しい課題でした。多国籍軍側とすれば、ムサンナ県のように治安権限の委譲が進ん

でいた地域ばかりではなかつたため、一か国でも多くコミットし続けて欲しいというのが

率直な考えでした。他方、この種の活動は部隊派遣国の事情を無視するわけには行

かないので、様々な調整がなされました。調整過程ではイラクの別の地域への再展開

も検討されました。

その頃、私は安危室の総括参事官を務めていました。再展開の候補地の一つとし

て当時英国軍が駐留していた南部のバスラという都市が上がり、2006年 (平成 18年 )
3月 下旬に内閣官房・防衛庁・外務省の合同チームで現地調査をすることとなりました。

クウェート経由の 0泊 4日 の強行 日程で、内閣官房からは私が参加しました。イラクヘ

行くと言うと心配されると思い、家族には「クウェートの空自部隊の視察」と称して出か

けたのですが、家内には見破られていて、帰国した後に「イラクに行つていたんでし

ょ?Jと言われました。私は気が弱いので、嘘をつくのが下手だつたのだと思います。

この出張では、バスラの空港から市内の王宮に設置されていた多国籍軍本部まで

移動する際に、英軍のヘリに乗せてもらいました。ヘリは、市内を流れる川沿いに猛ス

ピードで低空飛行しました。しかも、その間中、英軍兵士がヘリのサイドドアを開け放し

にして機関銃を構えているのです。高空を飛んで地上から携帯ミサイルで狙われるの

を防ぐためだというのはすぐにわかりました。我々ももちろんヘルメットに防弾チョッキを

着用していましたが、現地の治安状況が緊迫しているのを肌で感じさせられ、バスラ視

察を終えてクウェートヘ戻つた時には正直ホッとしました。クウェートからの帰路、乗り

換え地のフランクフルトの空港ホテルで休憩した際、何気なくつけた BBCの TV番組
がバスラでテロの犠牲となった英軍兵士のドキュメントを流していて、現実に引き戻さ

れました。さらに数週間後、我々が乗せてもらったのと同じルートを飛んでいた英軍ヘ

リが撃墜されたという報道に接することになりました。現地の治安状況などを総合的に

勘案し、最終的に陸自部隊のバスラ再展開はなくなりました。こうした経験を通じ、海

外派遣では早い段階から出回戦略を練つておくことが重要だと痛感させられました。

父の逝去

バスラ視察から帰国した後、4月 は出回戦略の検討に費やし、5月 の連体には入院

中の父を見舞うため家族全員で郷里山形へ帰省しました。父の入院先の病院は山形

市郊外の森林公園のそばで、病室には澄んだカッコーの声が聞こえてきました。

連体が終わつて東京に戻つた私を待つていたのは、北朝鮮が弾道ミサイル発射の

準備をしている模様だという情報でした。当時、北朝鮮は車両搭載型の弾道ミサイルと

ともに、発射場から打ち上げるタイプの大型の弾道ミサイルを保有していました。後者

の通称テポドンは発射場に据え付ける様子を衛星画像で確認することが可能だつた

ため、発射の兆候を把握するのが比較的容易でした。政府内では安危室が中心とな

つて関係省庁と協議しながら直ちに対応準備に入りました。一方で、この時期にはイラ



クからの撤収が具体化しつつあり、撤収に向けた段取りに関する政府・与党内での調

整も並行して行われていました。細部はあらかた忘れてしまいましたが、当時の手帳を

見ると北朝鮮対応とイラク撤収関連の会議 日程が入り乱れ、極めて多忙な日々を過ご

していたことがうかがわれます。

そんな中、6月 中旬のある日、入院中の父が逝去したとの連絡が入りました。連絡を

受けた際、イラク派遣を担当していた安危室の上司の内閣審議官と一緒にイラク関連

の会議へ向かつていたのですが、事情を知った審議官から「すぐ山形へ帰れ」と強く

諭され、夕方の新幹線で帰郷しました。葬儀は数 日後に山形市内の斎場で行われま

した。式が終わつて会葬者をお送りする段になつて、私がお仕えした防衛庁長官が参

列しておられたことに気がつきました。わざわざ山形までお運び下さつたお気遣いに

心から感謝しつつ、先に気がついていればお席もご用意したのに、と失礼を悔やみま

した。いつまでたっても私はやはり気が利かない秘書官だったのでした。

北朝鮮のミサイル発射と核実験など

数 日後、父の葬儀が済んで東京へ戻つた日に、イラク派遣に関する安全保障会議

が開かれました。この会議で、サマーワの所在するムサンナ県の治安権限が多国籍軍

からイラク側へ移譲され、治安・復興両面で自立的な復興段階に移ったことをとらえて、

陸自の役割は終了したと判断され、イラク撤収が正式に決定されました。会議終了後、

総理がその旨を発表しました。

この決定を受けて陸自部隊は、6月 下旬から 7月 上旬にかけてサマーワの宿営地

を後にしたのですが、撤収準備が進んでいる最中の 7月 5日 の未明、北朝鮮が日本

海に向けて弾道ミサイルを発射しました。1発 目の発射直後に通報があり、私は飛び

起きて危機管理センターヘ駆けつけ、情報の整理などに当たりました。この日は夜明

け前から夕方までの間にテポドンとその他のミサイル計 7発が発射されました。この年
の北朝鮮の挑発はミサイル発射のみにとどまらず、10月 9日 には第 1回 目の核実験

が行われました。夏に 5年ぶりに防衛庁へ戻り文書課長を務めていた私は、祝 日のこ

の日、お祓いをしてもらうため永田町の日枝神社を訪れていました。しかし、本殿に上

る前に連絡を受けてそのまま役所へ向かうことになり、お祓いはお預けとなりました。

この年は、日米関係においても米軍再編ロードマップの合意という大きな出来事が

ありました。ちょうど私が 5月 の連体に父を見舞つていた頃、普天間基地の移設先とし

て辺野古のキャンプシュワブ沖を埋め立てて V字滑走路を作るという案を含む一連の

再編計画が日米の防衛・外務両大臣の会合 (2+2)で正式に合意されたのです。当

初は普天間基地の移設・返還に向けた大きな一歩と受け止められたのですが、その

後は紆余曲折の展開を辿りました。この当時、私は日米関係や沖縄問題には携わっ

ていませんでしたが、数年後に民主党政権下で担当となつて苦労することになりました。

話題をイラクヘ戻すと、空自輸送機部隊は陸自部隊がサマーワを撤収した後もクウ



ェートの拠点とイラク各地の間で国連や多国籍軍に対する空輸支援を継続しました。

空自部隊は2年半後の2008年 (平成 20年 )12月 に任務を終了し、同年 12月 24日

に空自小牧基地で帰国行事が開かれました。派遣開始時の総理も「自分が送り出した

のだから、最後は自分で出迎えたい」とおっしゃって出席され、官邸でおそばにお仕

えしていた御縁で私がアテンドすることとなりました。総理を辞されて既に二年余りの月

日が経つており、久しぶりにお会いした総理は現職当時とは打つて変わって穏やかな

表情をされていました。控室で行事が始まるのを待つ間に、愚間と知りつつ「総理をお

辞めになっていかがですか」とお問きしたところ、「そりゃあ肩の荷が下りて気が楽にな

ったよ」と静かに微笑んでおられたのがとても印象的でした。

ここで取り上げた出来事以外にも、2006年 (平成 18年)には防衛庁の省移行法案

が国会で可決され、翌年 1月 に防衛省が発足しました。私は文書課長としてこの法案

を担当しましたが、その件に係るエピソードについてはいずれ改めて紹介したいと思

います。


